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５
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平
成
27
年
度
金
婚
式
の
申
し
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
41
年
３
月
31
日
以
前

　

に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
妻

必
要
書
類　

戸
籍
抄
本

申
込
先　

健
康
福
祉
課
、
桂
支
所
、

　

七
会
支
所

申
込
期
限　

７
月
24
日（
金
）

※

金
婚
式
は
９
月
に
敬
老
会
と
あ
わ

　

せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
７
月
１
日
か
ら
国
の
指
定
難

病
が
３
０
６
疾
病
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

　

城
里
町
で
は
、
難
病
患
者
の
心
身

の
安
定
に
寄
与
し
、
か
つ
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
に
難
病
患
者
見
舞
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

城
里
町
に
住
所
を
有
す
る

　

者
で
、
国
の
指
定
難
病
に
り
患
し

　

た
者
。

※

国
の
指
定
難
病
と
は
、
難
病
の
患

　

者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法

　

律
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指

定
難
病
で
す
。

支
給
額　

月
額
２ 

０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①
指
定
難
病
を
証
す
る
医
師
の
診
断

　

書
ま
た
は
県
が
発
行
し
た
指
定
難

　

病
特
定
医
療
受
給
者
証
の
写
し

※

県
に
申
請
し
た
診
断
書（
臨
床
調
査

　

個
人
票
）
の
写
し
で
も
可

②
本
人
名
義
の
振
込
口
座
が
確
認
で

　

き
る
通
帳
等

③
印
鑑

　

県
で
は
、
経
営
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
経
営
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

７
月
28
日（
火
）開
講

　

（
全
20
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

対
象
者　

小
規
模
企
業
等
の
経
営
者
・

　

後
継
者
等

募
集
人
数　

50
名
程
度

受
講
料　

５ 

０
０
０
円

　

（
テ
キ
ス
ト
代
、
交
流
会
費
）

会
　
場　

茨
城
県
庁
11
階
会
議
室

申
込
方
法　

県
中
小
企
業
課
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
参
加
申
込
書
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

10
月
10
日（
土
）

　

午
後
１
時
集
合

試
験
会
場　

水
戸
葵
陵
高
等
学
校

　
（
水
戸
市
千
波
町
中
山
２
３
６
９̶

３
）

願
書
提
出
時
に
必
要
な
も
の

　

・
受
験
料（
６ 

４
０
０
円
分
の
茨

　
　

城
県
収
入
証
紙
）

　

・
写
真（
５×

４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

　
　

脱
帽
の
も
の
）
１
枚

　

・
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た

　
　

は
卒
業
証
書
の
写
し
（
原
本
も

　
　

持
参
）

　

・
調
理
従
事
証
明
書　

１
通

　

・
そ
の
他
諸
費
用（
１ 

０
０
０
円
）

願
書
受
付　

７
月
21
日（
火
）ま
で

※

予
備
講
習
会
に
つ
い
て
は
茨
城
県

　

調
理
師
連
合
会
水
戸
支
部
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
」

参
加
者
募
集

相
　
　
談

申
込
先
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）

　
　

０
２
９̶

３
５
３̶

７
２
６
５

調
停
相
談
会

問
合
せ   

水
戸
調
停
協
会
普
及
委
員
会

　

  

０
７
０̶

１
５
７
０̶

５
９
３
１

日
　
時　

７
月
26
日（
日
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所　

ひ
た
ち
な
か
市
役
所
市
議
会

　

棟（
ひ
た
ち
な
か
市
東
石
川
２̶

10̶

１
）

相
談
内
容　

土
地
や
借
金
に
関
す
る

　

こ
と
、
家
族
間
の
紛
争
な
ど

相
談
員　

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調

　

停
委
員
（
弁
護
士
、
不
動
産
鑑
定

　

士
、
税
理
士
、
建
築
士
、
司
法
書

　

士
な
ど
の
専
門
委
員
を
含
む
）

●水戸市「第55回水戸黄門まつり」
○花火大会／８月７日（金）※荒天時は14日（金）に延期
　開催時間：午後７時30分から／会場：千波湖畔
○水戸黄門パレードほか／８月８日（土）・９日（日）
　開催時間：午前10時から／会場：水戸駅周辺等
問合せ　水戸黄門まつり実行委員会（水戸観光協会内）
　　　　　 029ー224ー0441

◆森と湖に親しむ旬間『飯田ダム見学会』
日　時　７月26日（日）　午前10時～午後３時
場　所　飯田ダム管理事務所
　　　　（笠間市飯田字梨木平1125ー12）
内　容　ダム監査廊、船庫の一般公開ほか
問合せ　水戸土木事務所　ダム管理課
　　　　　 029ー225ー4515

◆茨城県近代美術館　企画展
　「やなせたかしの世界展 みんなだいすきアンパンマン」
　アンパンマンの作者、やなせたかし（1919ー2013）によ
る絵本や漫画の原画、イラストや墨彩詩画などを紹介。
開催期間　７月11日（土）～８月30日（日）
開館時間　午前９時30分～午後５時
　　　　　（入場は午後４時30分まで）
問合せ　茨城県近代美術館　　 029ー243ー5111

第65回  社会を明るくする運動第65回  社会を明るくする運動

～おでかけください～

　この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を
築く法務省主唱の運動です。
強調月間　７月
組　　織　市町村を単位とする地区推進委員会が、関係
　　　　　機関・団体に参加を求め推進します。
予定事業　推進委員会、広報、啓発キャンペーン、作文
　　　　　コンテストほか
問合せ　健康福祉課　☎029－288－3111（内線130）

対
　
象　

５
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の

　

子
ど
も
を
持
つ
母
子
家
庭
・
父
子

　

家
庭
の
親
子
（
子
ど
も
の
み
の
参

　

加
は
不
可
）

日
　
時　

８
月
30
日（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
役
場
出
発
、

　

午
後
８
時
ご
ろ
役
場
到
着
予
定

集
合
場
所　

城
里
町
役
場
、
桂
支
所
、

　

七
会
支
所

行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
費　

大
人
２ 
５
０
０
円

　
　
　
　

小
人
１ 

５
０
０
円

募
集
人
数　

40
人（
20
組
程
度
・
先
着

　

順)

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
直
接

　

健
康
福
祉
課
窓
口
に
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※

つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
致

　

し
ま
す
。

受
付
日
時　

　

７
月
27
日（
月
）
午
前
９
時
か
ら

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
キ
ャ
ン
セ

　

ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
は
世
帯
単
位
と
し
、
代

　

理
の
方
に
よ
る
申
し
込
み
や
電
話

　

で
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま

　

せ
ん
。

７～８月のイベント情報（県央地域）７～８月のイベント情報（県央地域）７～８月のイベント情報（県央地域）
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熱中症について 熱中症の対策について

熱中症が疑われる人を見かけたら

農地中間管理事業
農地の借受希望者を募集します

熱中症にご注意ください

　農地中間管理事業とは、地域内の分散し複雑に
入り組んだ農地の利用を整理するため、農地中間
管理機構（茨城県農林振興公社）が農地を借り受け、
まとまりのある形で農地を利用できるように配慮
して担い手に貸付する事業です。
　農地中間管理機構では、意欲的な農業者へ農地
利用の集積・集約化を行い、農地の有効活用や農
業経営の効率化を図るため、機構が借り受けた農
地の借受希望者を募集します。
　農地の借り受けを希望される方は、公募に応募
いただくことが必要です。
応募方法　窓口備え付けの「農用地等借受希望申
　　　　　込書」にご記入の上、産業振興課、ま
　　　　　たは茨城県農地中間管理機構へ提出し
　　　　　てください。
募集期間　平成28年３月31日（木）まで
提出先・問合せ
　（公社）茨城県農林振興公社（農地中間管理機構）
　　☎029-239-7131
　産業振興課　農地・農政グループ
　　☎029-288-3111（内線253）

　高温多湿な場所に長く居たり、暑い日中に激しい
運動をすることなどにより、体温が上がりすぎて調
節機能がうまく働かなくなって、体に熱がこもった
状態を熱中症といいます。
　主な症状としてはめまい、頭痛、吐気、重症化す
ると意識障害などが起こります。

　涼しい場所へ避難させ、衣服を脱がせてからだを
冷やし、水分・塩分を補給させましょう。
　自力で水が飲めない、意識がない場合などは、す
ぐに救急車を呼びましょう。

問合せ　茨城県保健福祉部保健予防課
　　　　健康危機管理対策室
　　　　☎029-301-3219

　熱中症の発生は７月～８月がピークです。屋外だけでなく室内で何もしていないときも発症するので注意
が必要です。場合によっては死亡することもありますので、正しい知識を身につけて予防しましょう。

　熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避ける
こと」が重要です。
◆水分・塩分補給
　・のどの渇きを感じなくても、こまめな水分・塩
　　分の補給を
◆熱中症になりにくい室内環境
　・扇風機、エアコンの利用
　・すだれ、遮光カーテンを利用して室温の上がり
　　にくい環境を作る
　・こまめな室温確認
◆体調に合わせた対策
　・通気性のよい、吸湿・速乾の衣服着用
　・こまめな体温測定
◆外出時の注意
　・日傘や帽子の利用
　・暑い日、暑い時間帯の外出をなるべく控える

農地中間管理事業
農地の借受希望者を募集します

熱中症にご注意ください

国道123号桂常北バイパス
の開通区間延伸

　国道123号は、栃木県宇都宮市と茨城県水戸市
を結ぶ幹線道路であり、県北西部の産業や観光に
非常に重要な路線です。
このたび、今年３月30日に開通した区間に続く南
側が開通します。
◆供用開始時期　７月17日（金）午後３時（予定）
◆供用開始区間　石塚地内（全長680メートル）

問合せ　茨城県水戸土木事務所　道路整備第二課
　　　　☎029-225-1540

国道123号桂常北バイパス
の開通区間延伸

主要地方道
日立笠間線

城里町役場城里町役場

常北中学校
石塚小学校

城里高架橋

今
回
開
通
区
間

平
成
27
年
３
月
開
通
済

平
成
27
年
３
月
開
通
済

今
回
開
通
区
間

国
道
１
２
３
号  

桂
常
北
バ
イ
パ
ス

国
道
１
２
３
号  

桂
常
北
バ
イ
パ
ス

国
道
１
２
３
号

国
道
１
２
３
号

那
珂
川

那
珂
川
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城
里
町
の
文
化
財
さ
ん
ぽ（
二
）

「
太
刀（
無
銘 

葵
く
ず
し
紋
）」

む
め
い

あ
お
い

も
ん

県
指
定
文
化
財 

工
芸
品

勤 務 日

応 募 資 格

応 募 方 法

な
り
あ
き

れ
っ
こ
う

き
た

と
く
が
わ

た

ち

や
く
も
は
だ

は
も
ん

な
か
ご

あ
お
い

も
ん

や
く
も
き
た
え

め
い
り
ょ
う

は

き

い
え
よ
し

し
ら
さ
や

さ
や
が
き

ひ
え
ぐ
ら

は
ん
し
ゃ
ろ

な
お
え
す
け
と
も

そ
ん
の
う
じ
ょ
う
い

八雲肌

葵くずし紋

鞘書（部分）

　

こ
の
太
刀
は
、
水
戸
藩
九
代
藩
主
徳
川

斉
昭（
烈
公
）が
鍛
え
、
天
保
一
三
年
（
一
八

四
二
）に
、将
軍
家
に
献
上
し
た
も
の
で
す
。

　

す
ら
り
と
伸
び
た
刀
身
、ム
ク
ム
ク
と
雲

が
湧
き
立
つ
よ
う
な
「
八
雲
肌
」
の
地
金
。

波
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
刃
紋
。

茎
に
刻
ま
れ
た
「
葵
く
ず
し
紋
」。
斉
昭
独

自
の「
八
雲
鍛
」の
特
色
が
明
瞭
に
見
て
取

れ
る
太
刀
で
す
。
誠
に
気
高
く
、
そ
し
て

覇
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

十
二
代
将
軍
家
慶
は
、
こ
の
太
刀
を
身

に
付
け
て
、
日
光
東
照
宮
を
参
拝
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鞘
に
は
、「
天
保
十
三
年
寅
年
三
月
四

日
内
献
上
之
由  
蜷
川
相
模
守
ヨ
リ
請
取  

新
身
御
太
刀  

長
貳
尺
貳
寸
九
分
半  

水
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
殿 

上 

西

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
江
」
の
鞘
書
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
、
そ
の
伝
来

を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

太
刀
の
作
者
徳
川
斉
昭
は
、
広
く
人
材

を
登
用
し
、
藩
政
改
革
を
進
め
た
名
君
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
弘
道
館
や
偕
楽

園
の
開
設
、
稗
倉
の
設
置
、
反
射
炉
の
建

設
、
近
代
兵
器
の
国
産
化
な
ど
、
そ
の
業

績
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

斉
昭
は
、
水
戸
刀
工
の
直
江
助
共
な
ど

を
相
手
と
し
て
刀
を
鍛
え
ま
し
た
。
斉
昭

の
刀
の
多
く
は
、
天
皇
・
将
軍
・
諸
大
名

や
有
能
な
家
臣
等
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

斉
昭
の
尊
皇
攘
夷
思
想
の
推
進
に
、
一
役

果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

解
説
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化
財
保
護
審
議
会
会
長 

小
山
映
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問
合
せ　
教
育
委
員
会
事
務
局
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－

２
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８

－

３
１
３
５

指
定
年
月
日
／
昭
和
三
八
年
八
月
二
三
日
　
　
所
在
地
／
城
里
町
阿
波
山
　
　
管
理
・
所
有
者
／
個 

人

県
指
定
文
化
財 

工
芸
品「
太
刀（
無
銘 

葵
く
ず
し
紋
）」

城
里
町
の
文
化
財
さ
ん
ぽ（
二
）

む
め
い

あ
お
い

も
ん

職 種

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

雇 用 期 間

申 込 期 限

選 考

申込先・問合せ

事務補助（※１）

　２名（２名による交替勤務） 　２名

　コミュニティセンター城里 　産業振興課

　時給800円＋通勤手当 　時給800円＋通勤手当
　平成27年９月30日　※３月まで更新有 　平成27年９月30日　※更新有

　７月21日(火)まで（郵送は当日消印有効）
　書類審査を実施後、通過者に口述試験を行い、選考により決定します。

　７月24日(金)まで（郵送は当日消印有効）

　週３日勤務（休館日を除く交替勤務）
　午前８時30分～午後５時15分

　週３日勤務
　午前８時30分～午後５時15分

　教育委員会事務局
　（〒311－4303  城里町石塚1428－1）
　☎029－288－7010

　産業振興課　商工観光グループ
　（〒311－4391  城里町石塚1428－25）
　☎029－288－3111（内線256）

  ・簡単なパソコン操作ができる方
  ・地方公務員法第16条の欠格事項に該当し
  　ない方
  ・町の臨時職員を退職後、３か月以上経過
  　している（または前回の雇用期間が６か
  　月以内）

  ・被災求職者であること
  ・高等学校卒業以上の学歴を有する方
  ・普通自動車免許第１種を有する方
  ・パソコンの基本操作（Word、Excel）がで
　  きる方

　下記の必要書類を直接または郵送にて担当課へ提出してください。
　＜必要書類＞　履歴書（市販のもので可、顔写真貼付）

観光推進員（※２）

※１　主に図書室業務
※２　地域資源調査（地域資源を活用したＰＲ活動、観光動態調査）、観光スポットの清掃、観光案内（パンフレット・チラシ
　　　配布等、着ぐるみを着用してのＰＲ活動）、観光推進に関する業務

臨時職員を募集します臨時職員を募集します
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